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ABOUT.

Wonderful just the way it is, 
always cutting edge, 
we are the "paper mic."

“ありのまま”が素晴らしく、
それがいつの時代も最先端だ。

1/4 ECOLOGY MAGAZINE
地球環境を考えながら、ありのままに楽しく生活をしている人が輝いています。
ありのままに楽しく生きることは、国、時代問わずに最先端の文化になります。

気質、伝統、作法を大切に、人間から生まれた”ありのまま”のカルチャーである
ファッション、アート、音楽など、近未来のためのライフスタイルを伝えていくことが
「キナリマガジン」のテーマです。

1/4 ECOLOGY MAGAZINE
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〈 URU 〉 Vest ¥30,000 ( ENKEL )    

〈 HOMELESS TAILOR 〉Jacket ¥78,000 ( Skool )    

〈 ARTEX KNITING MILLS 〉Cap ¥1,200 ( HIGH! STANDARD )    

〈 IVXLCDM 〉Ring ¥38,000(S)  ¥48,000(M) ( IVXLCDM Roppongi Hills )  
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―― 音楽のどんなところが好きですか？

誰でも共感できる曲を歌うのが好きで、年齢とかバックグラウンド、生き方など違って

も同じように感じたり、分かり合えたり、そういう人の前で歌うのが好き。

―― 今の音楽業界をどう感じていますか？

メインストリートの業界はものすごい速さで変化している。昔は大金を出して、アーティ

ストは長い間続けていたかもしれないけど、アーティストが独立して業界の戦力が弱く

なってきている。レーベルが変化してアーティストが自由に動けるようなシステムに変

わりつつある。私から見る音楽業界は1つのシステムではなくて、多くのアーティス

トに合わせた契約の仕方、取引の仕方だったり、いろんなやり方があってもいいと思

う。1つのルールの上を走るのではなくて、多様性があってもいいなって。

マーケティングに関しても同じで、このアーティストにはこういうマーケティングの仕方

があって、こっちのアーティストには合わない、効果が生まれないというのと同じように、

アーティストのシステム作り、アーティストに合ったものが理想だと思う。アーティスト

にとっても業界の仕組みを理解できるように勉強して、自分が不利な立場にならない

ようにしたり、自由に音楽を大事にしていくような雰囲気を目指すことが大事だと思う。

レーベルが提供するものだけではなくて、自分の思い立ったことを直接伝えられるよう

に、オーガニックにね。業界の常にあるようなものではなくて、自分のやり方で自分

のファンを大事にしていきたい。例えば、自分の生活の一部で、自分にとって大事

なもの、自分が大事にしている思想だったり、信じているものを見せる場にもなってい

くと思う。

―― アリスの言うオーガニックとは？

ストリートで演奏して、世界中で色んな人が通りかかって、気に入ったら映像を撮って、

友達に送ったりして自然発生的に広がっていくこと。日本にファンがいるのを知った

のも、日本のファンから直接「日本へ来ないか？」という連絡が来たから。

―― 東京はどうですか？

昨日の朝に来たばかりだけど、楽しんでる。渋谷は音が浮いてて、車もそうだし耳が

敏感だから余計にたくさんの音が良くも悪くも溢れている街かな。

―― 影響を受けたアーティストはいますか？

自分の周りいるアーティストたちからの影響が一番強い。地元で開催しているイベント

「フォーミーズ」も名前が知られるようになっていて、自分の呼んだアーティストとライ

ブバンドから始まって、段 と々エレクトリックに流れていくような。定期的に100 人ぐ

らいの規模で開催している自分のイベントが、今は一番の刺激になっている。それに、

自分の周りのアーティストたちをつなげて、同じ場所で集まって楽しいことをしていくアッ

トフォームな活動の土台作りもしていきたいな。

―― 音楽活動で楽しい時はどんなときですか？

様々なライブの仕方をしたくて規模は大小あるけど、人がいっぱい入るものから、場

所の雰囲気など、少し挑戦的なライブが好き。毎回ライブをすることが楽しくなってき

ている。多様性があって味のある挑戦的なライブが一番楽しい。曲作りは自分の気

持ちを洗い流したり、セラビー的になるけど、自分の周りとの関係性を見直したりする

機会にもなるから必要なこと。私の活動は正確に定めて細かいところまで決めること

ではないから、より自由に、何が起こるかわからない状態でやっていきたい。

―― 最後に読者にメッセージをお願いします。

アート（表現）を通して、自分のメッセージを伝えることは最高のこと。周りにいるアー

ティストとの交流を大事にすれば、全員のためにもなるし、最高な手段なので大事に

してほしい。それに伝えたり表現する一つの手段であって、競争し合うものではない

から関わっている皆の道具だと思っているし、そういう使い方が好ましいと思います。

Alice Phoebe Lou

1993年、南アフリカ出身のシンガーソングライター。
南アフリカ｜ケープ半島の西海岸で育ち、ドキュメンタリー映画作家でもある
両親のレコードを聴きながら、地元のウォルドルフ・スクールで演劇、アート、
音楽に対する愛情を育んだ。子供の頃にピアノのレッスンを受け、ギターは自
分自身で練習した。16歳の夏休みにヨーロッパへ初めての旅に出る。パリと
アムステルダムの間を行き来し、あちこちでストリート・パフォーマンスをしながら、
この世界の表も裏も知り尽くした。南アフリカに帰国し学業を終えた後、再び
ヨーロッパを目指し、ドイツの首都ベルリンに向かった。ギターと小さなアンプ
を台車につみ、ベルリンの駅や公園で弾き語りの演奏をはじめたが、一ヶ月後、
テレビ番組でも演奏するようになっていた。
2014年 4月、ベルリンと南アフリカのケープタウンで録音した初めての EP

「Momentum」を自主リリース、2016年には、満を持してファースト・アルバ
ム「Orbit」をリリース。2017年 12月、EP「Sola」と「Song Book from 

Alice」という本を自主でリリースした。ベルリン、ロンドンでの TEDや SXSW

でのパフォーマンス、RODRIGUEZの南アフリカ・ツアーでのオープニングなど
が話題となり、現在も多くのメジャーレーベルから注目を集めているが、不特
定多数に向けるより、熱心なファンからなるデジタル・コミュニティを育てたり、
小規模で親密なライヴに相応しい曲作りに集中している。2018年 7月初め
てのジャパン・ツアーを行い、「Orbit」の日本版が発売がした。

初来日となった南アフリカ出身のシンガーソングラ
イター、アリス・フィービー・ルー。10 代の頃か
らストリートで演奏を重ね、その歌声は純粋なま
ま活き活きとしている。例え彼女にとって徳な話
があっても、音楽に対しての礼儀を忘れることな
く真っ直ぐに前だけを見て歌っている。
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CONTENTS.  

ナチュラルに考えて、スタイリッシュに生きるための
ファッション・アート・音楽などの表現と人を毎号紹介しています。

力の抜けた都会的なアウトドア

のコーディネートを中心に提案

します。また、そのシーズンの最

も旬なファッションアイテムを特

集に合わせて紹介します。

MUSIC
どんな場面であっても音楽は、

僕らとは切り離せない大切な文

化です。レゲエやブルーグラスな

どの心地よいものから、力強く

て陽気なメロディなど、気になる

ミュージシャンや音楽シーンを

と追いかけます。

特集によって気になる表現者に

インタビューしたり、本誌ならで

はのイメージカットなどで、普段

は見られないリラックスした表

現者の側面などを紹介

ART

ACTOR

グラフィティやライブペイントを

通して身近になったアート。日本

国内でも個展をするアーティス

トが徐々に増えて、見るだけで

糧になる「表現」を毎号追いか

けながら紹介します。



READERS’ PROFILE.  

読者平均年齢 25-34才
クリエイティブなことや興味がある。

男女
比率

年齢

居住
地域

仕事

男性 55%女性 45%

関東 20%

関西 20%

九州 15%

海外他
10%

東北
10%

東京 25%

25-34歳
30%

35-44歳
20%

55歳 -
5%

-18歳
10%

45-54歳
15%

18-24歳
20%

会社員
20%

学生
30%

自営業
10%

その他
10%

クリエイティブ系
40%



媒体概要

〒151-0051  東京都渋谷区千駄ヶ谷1-11-14

カミマイク株式会社　広告担当
TEL 03-6804-3195／FAX 03-6804-3199　
MAIL info@kinarimagazine.com　

広告に関するお問い合わせ先

タイトル
発行形態
発行部数
定　価
発行エリア
判　型
印　刷
制　作
発売元
編集発行人

KINARI（キナリ）
年２回予定（春秋）
20000部
980円
日本全国
A４正寸平綴じ（左綴じ）
オフセット印刷オールカラー
カミマイク株式会社
株式会社ライトハウスメディア
彦根泰志

広告原稿制作・進行に関する規定
広告オーダーの締切は発売日の45日前、広告原稿入稿の締切は発売日の20日前とさせていただきます。
広告掲載に関しましては、事前に審査を行います。結果次第では、広告掲載号を指定させて頂くケースもございます。
記事スタイルの広告につきましては、内容・デザインに一定の制約がございます。詳しくはお問い合わせ下さい。
スペースオーダーは事故防止のため、必ず文章またはFAXにてお申し込みください。
広告オーダーおよび、入稿スケジュールに関しましては厳守願います。
フルデータ入稿のみとなります。版下、ポジフィルムでの入稿はご遠慮ください。
写真データ、色調など、事前確認の上、ご入校頂けますようお願い致します。
上記に関しましてのトラブルは原則的にお受け致しかねます。予めご了承お願い致します。

● 編集タイアップにつきましては上記金額に制作費も含まれております。

● 著名人の起用や遠隔地での取材・撮影など、特別な場合については別途実費をご請求致します。

● 上記広告料金には消費税は含まれておりません。

● 上記以外をご希望の場合は、お問い合わせください。

広告料金表

掲載料金

¥900,000

¥700,000

¥600,000

¥600,000

¥400,000

¥500,000

¥800,000

¥1,000,000～

¥400,000（×2回）

¥600,000（×2回）

原稿サイズ（天地×左右）

272 ×  200mm

297 ×  420mm

297 ×  210mm

297 ×  220mm

297 ×  210mm

297 ×  210mm

297 ×  420mm

297 ×  210mm×4～

297 ×  210mm

297 ×  420mm

掲載スペース

表４

表２見開き

表３

目次対向１P

中面１P

４C１P編集タイアップ

４C見開き編集タイアップ

４C４P～編集タイアップ

４C１P（年間契約）編集タイアップ

４C見開き（年間契約）編集タイアップ

ADVERTISING GUIDE.  


